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リポジトリを中心としたオープンソース開発支援環境

松 下 誠y

近年，インターネットを用いて複数の開発者が自由にソフトウェア開発を行う形態，オープンソー
ス開発が急速に拡大しつつある．しかしながら，この種の開発形態を支援する環境の整備は遅れてい
る．本稿では，オープンソース開発を支援する環境について，プロダクト等を管理するリポジトリを
中心にして考察する．

Repository-Oriented Opensource Development Environments

Makoto Matsushitay

Opensource development environments, that lots of engineers are freely joined into, are

rapidly increased via the Internet. However, there are very few supports for such development

environments. This paper describes a supporting environment for opensource development

with repositories which organize, manage, and distribute software products.

1. は じ め に

近年，企業等によって行われるソフトウェア開発で

はなく，インターネット等を利用した多くの個人によ

る共同作業としてのソフトウェア開発形態 (オープン

ソース開発)が広まってきている．また，この種の開

発形態から生まれてきたソフトウェアは，質の高さや

機能の豊富さなどから，特に注目されてきつつある6)．

オープンソース開発における開発プロセスは特に明

確となっているわけではなく，各作業者に強く依存し

ていることが多い．また，作業が個人に依存したもの

となっているため，開発されている各ソフトウェアご

とに異なる開発手続きが用いられている．このために，

この種の開発作業を支援する試みは，一部のごく簡単

な作業等に限られており，包括的な支援には至ってい

ない．

一方，従来のソフトウェア開発プロセス中心型支援

環境は，開発プロセスがあらかじめ明確になっている

状況で，何らかの開発組織や共通の開発環境が存在

できることを仮定している．しかしながら，オープン

ソース開発においては，これらの仮定を置くことが不

可能であり，従来の開発プロセスや支援環境をそのま

ま適用することは非常に困難である．

本稿では，今後さらに発展が期待されているオープ

ンソースア開発に対し，従来の開発組織に対するソフ
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図 1 オープンソース開発環境の例

トウェア開発支援環境と同種の開発環境の構築方法に

ついて，ソースコード等のプロダクトを管理する際に

用いられているリポジトリを中心にして述べる．

2. オープンソース開発の現状と問題

オープンソース開発では，それぞれの作業者が，ソー

スコードやドキュメント等の開発，保守，設計やレ

ビュー等の作業を互いに協力しあいながら進めている．

作業によって得られた成果は，各開発グループ毎に存

在する，CVS2)等によって構築されたリポジトリに蓄

積される．この時，1 つの開発グループへ複数人が参

加することはもちろん，一人が複数の開発グループに

参加することも珍しくない (図 1)．

しかし，オープンソース開発においては，作業者が

自由に作業を行っているため，プロセスを明確にする

ことが難しい．また作業者が複数の作業を同時に進め

ている場合，個別の開発グループ毎に存在しているリ
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ポジトリをそれぞれ別個に扱わなければならず，作業

者の負担が指数的に増大してしまう．さらに，従来の

プロセス中心型開発環境では，これらの状況に対応で

きないといった問題がある．

3. 開発支援環境

筆者はこれまで，リポジトリにおいてバージョン管

理が行われることに着目して，リポジトリを中心とし

た開発支援環境について研究を行ってきた．具体的に

は，テストの際，各バージョン間の差分情報を用いて

デバッグ作業を効率良く行うための手法3)，開発プロ

セスの内容をリポジトリを用いて自動的に収集，分析

するシステム5)，複数のリポジトリを開発者の視点か

ら自由に統合するための仮想リポジトリシステム4)，

などである．

これまでの研究を通じ，筆者はオープンソース開発

を支援する環境を構築する際には，以下のような点に

留意する必要があると考えている．

� リポジトリを利用する

開発プロセスが明確ではなく，また，作業者のス

キルや環境がまちまちであることから，作業の結

果を蓄積するリポジトリを環境の中心に置いて考

えざるを得ない．

� リポジトリ内の情報を活用する

リポジトリは一般的に，プロダクトを蓄え，後に

取りだすだけの物だと考えられがちである．しか

し，リポジトリには結果的に開発プロセスの結果

が時系列順に管理されている物である，と捉える

ことができる．これらの情報を有効に活用し，不

明確な開発プロセスをより明確にすることが可能

であると考えられる．

� ボトムアップの手法を利用する

オープンソース開発では，組織による活動があい

まいであるため，トップダウンに何らかの考えを

適用することが困難である．作業者個人に着目し，

ボトムアップの手法を用いて全体を支援する手法

を用いなければ，具体的な支援環境を構築するこ

とは困難だと思われる．

� 既存の環境と共存する

従来のプロセス中心型開発環境に対する反省とし

て，独自のツール等を用いた支援環境は実際の開

発には使われない，という点が挙げられる1)．オー

プンソース開発においては，さまざまな個人が開

発に参加するため，その傾向はより強くなりやす

いと考えられる．

これらを満たすことができる開発支援環境の 1 つ

として，複数の異なる UI を提供するソフトウェアリ

ポジトリを中心とした，ソースコードやドキュメント

を統合した環境が考えられる (図 2)．
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図 2 考えられるオープンソース開発環境支援環境

4. お わ り に

本稿では，オープンソース開発に対する開発支援環

境について，リポジトリを環境の中心に置いた場合に

ついて考察を行った．今後，本稿で述べるような単純

な構成を保ちつつ，高度な支援を行う手法について考

察する必要があろう．
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